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野尻湖におけるブラックバスフィッシングの導入と  

その地域的意義  
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考で取り卜げられている以外は曹撫である．経済  

的価値が地域に与える断切とは，基体的にいえば  

釣り客が訪れることによる観光的要素である．生  

物学的観点のみならず．多角的にブラックバスを  

捉えることは．その足非を議論する上で盈要であ  

ると考える．   

硯代の観光行動は多様化しており．能動的な「見  

る観光」から受動的な「する観光」への転換に伴い．  

スキ門．スキュ…バダイビングなど新たなレクリ  

エ…ション裾紫に相応した観光地が形成されてき  

た（山札1995），地理学の分明においても，群  

馬県け品刃において198（仲代以降のスキー観光地  

域の変容を明らかにした輿羽（1991）や，静岡県  

伊東甘富いにおいてスキューバダイビング導入に  

伴う地域社会の変容を明らかにした池（2001）な  

どによって多くの事例が報告されている．上述し  

たようなバスフィッシングも．新Lいレクリエー  

ションに対応Lた例であると位置づけることがで  

きる．   

これまでの湖に関する観光研究は敷こそ少ない  

が．湖畔の観光開発といった陸域での動態と．水  

域での観光行動を取り上げた研究に大別される．  

前者には，山村（1989），山本（2002）らによる  

一連の山梨県山中湖畔の観光開発の研究や．山  

F（2001）の長野県諏訪湖時の観光資源に関する  

研究がある．また．後者には北海道千歳市支第湖  

において，既存の遊覧船革華やポートと．水上バ  

Ⅰ はじめに  

ブラックバスフィッシング（以仁 バスフィッ  

シング）とは，北葦原塵であるサンフィッシュ科  

肉食淡水魚敷ブラックバスを，「ルアー」と呼ば  

れる疑似餌で誘い，釣り上げるスポ〝ツフィッシ  

ングである．硯軋 卜Ⅰ本金囲の河川湖沼の多くで  

ブラックバスの生息が確認されている．肉食の食  

性で在来種に影響をモiえる宮魚として見られる山一一  

方で，バスフィッシングの餐好者にとっては遊漁  

対象魚と認識されている．バスフィッシングで  

は，釣り上げた魚の体長を計測後．即腱に何放流  

（リリース）する「キャッチ＆リリース」が釣り  

人のマナーとされている．諭ガで行政は在来種を  

保護するという広場からブラックバス駆除の墳勢  

をとる．そのため，行政とバスフィッシング愛好  

家との間で，「ブラックバス」という－－－一つの魚類  

資源を巡って対肯する構図がl－1本各地の河川湖沼  

で引き起こされている．主に水産学の分野で，ブ  

ラックバスが在来種に対していかなる影響を写一え  

るのか．また駆除すべき存在であるのかという点  

についての．論考が多く蓄積され，議論の凝中であ  

る．しかし．「ブラックバス」の遊魚対象魚とし  

ての経済的価値が認められていながら，地域にい  

かなる影響を与えたのかといったような点は．佐  

藤（2003）の茨城県霞ケ浦のマリ【ナを拠点とす  

るプレジャーボートの展開と行動水域に関する論  
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の菅川地区を例外として．主として西方の野尻地  

区側に集落が形成され，そこに宿泊業や飲食業．  

貸ボート店などの観光関連業者も立地している．  

ちなみに背川地区はその隔絶性ゆえに，戦後まで  

水上交通に依存していた．以上のような，複雑な  

湖岸が芙蓉の菓を思わせることから，「一失蓉湖」  

とも称される．   

近隣には江戸期の俳人小林一一茶の生地としてイJ一  

名な柏原宿がある．また．1948年に湖畔の旅館業  

者によってナウマンゾウの化石が発見されたこと  

で，日本の考古学における重要な研究の舞台とも  

なってきた．これら二つの要素は．信濃町の菟要  

な観光資源であり，「小林－－一茶記念館」「野尻瀾ナ  

ウマンゾウ博物館」が建設されている．1956年に  

上信越高原国立公棒lに編入された，l叫にはスキーー  

場やペンションが立地する観光地である黒姫高槻  

を擁している．1997年に上信越自動車道信漉町イ  

ンターチェンジが開設され．束京からのアクセス  

が向上している（第1図）．  

イクやスキューバダイビングといった新しいマ  

リンレジャーとの空間共有について論じた荒木  

（1995），前述の佐藤（2003）などがある．山【F‾（2006）  

は，これまでの湖の観光研究は陸城と水城を分け  

て放ってきたと指摘しており，長野県諏訪湖の環  

境変化への観光業者の対応を論じている．本報菖  

でもこの指摘を踏まえ，ブラックバスフィッシン  

グの成立要因の一つとして，水域における観光的  

利用形態も考慮する．   

以上を階まえ，本報告では，長野県上水内郡  

信濃町に位置する野尻湖におけるブラックバス  

フィッシングの現状と課題を明らかにし，導入が  

地域に与えた意義を論じることを目的とする．手  

順としては，まずⅡで伝統的な避暑地であった野  

尻湖の歴史とその変遷を述べ，Ⅲでバスフィッシ  

ングの導入，観光業者の実態，バス釣り客の集客  

圏，湖面の観光的利用形態など，バスフィッシン  

グの実態を明らかにし，Ⅳでバスフィッシングの  

導入が野尻湖に与えた意義を論じる．   

日本におけるブラックバスの導入は，戦前に赤  

星鉄属により食用目的で持ち込まれたのが最初で  

ある．その後，日本でバスフィッシングブームが  

高まるのに伴い，無秩序に日本中の河川湖沼に拡  

散していった．なお，ブラックバスという名称は  

通称で，生物学的にはオオクチバス（ラージマウ  

スバス）とコクチバス（スモールマウスバス）の  

2種類に分けられる1j．コクチバスの方が寒冷地  

に適応できるとされ．引きが強く遊魚対象魚とし  

て魅力的とされる．本報告ではラージマウスバス  

を「オオクチバス」，スモールマウスバスを「コ  

クチバス」と称する．   

研究対象地域である野尻湖は，長野県北部，新  

潟県との県境に面する上水内郡信漉町に位置す  

る．その成因は火山噴出物による堰止湖とされて  

いる．水深は最探部が38．3mと，長野県内で3番  

目に深く，透明度の高い湖で，面積は諏訪湖に次  

いで2番目に大きい．その湖岸線は複雑で，西側  

の野尻地区側は比較的湖岸が平坦で遠浅な湖底を  

しているが，それ以外の部分は，山地が湖岸まで  

迫り，水深も急激に深くなる．そのため，北東部  

Ⅰ 野尻湖畔における観光の変遷  

野尻湖畔は，明治末噴から避一皆の適地と払徹さ  

れ，別荘や旅館が建設されていた．その人規模な  

開発に神山国際村がある．神山国際村は，宣教帥  

ノルマン氏によって1920年に発案され，地元の名  

士であった池田万作氏によって1921年に設宣うれ  

た外国人別荘地である2J．ノルマン氏が野尻湖に  

着目した理由は，外国人宣教師が当時の－－＝－・人避替  

地であった軽井沢の俗化を嫌ったことに加えて．  

日光の中禅寺湖，箱根の芦ノ湖のような水辺レク  

リエーションを楽しめる湖が軽井沢にはなかりた  

ことも原因とされている（安島・十代札1991） 

その運営は，創立当時から現在もなおNレ1（N（）jiri  

Lake Association）という自治組織によって行わ  

れている．現在，別荘の所有者の中には廿本人も  

おり，2007年度の神山国際村の別荘戸数は29鋸ゴ  

であが）．所有者は7月，8月の夏季休暇時期を  

神山国際村で過ごす．1968年頃の敷地面積は約33  

万平方km，別荘戸数約300戸であった4J．  
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数すは衣lに対応  
第11刻 二研究対象地城lヌl  

戦後，195（）年代中頃から木船に動力棟を付けた船  

が使川され，地元の観光業者による遊覧船事壌が  

行われた．ボンボン船と呼ばれたこれらの動力船  

は，196（川こ代後サからはFRP（繊維強化プラスチッ  

ク）船に転換していった．また．巨fJ時期には地元  

の観光業者によるキャンプ揚程営が行われ，1968  

年には野尻湖周辺に5つのキャンプ揚が営業して  

いた5J．キャンプ域は．流行に伴い薗収益をあげ．  

観光業者にとって優良な経営葦稗となるが，民栢  

ブームや大学牡の合宿が急増したことから，キャ  

ンプ場からホテル・民宿経営への転換が行われた．  

このように．戦後から高度経済成長期にかけて野  

尻湖の観光饗者は．遊覧船・降船・キャンプ場・  

旅館業を観み合わせることによって経常の多角化  

が進んだ．   

一方，1980年代前半までの野尻湖では漁業も行  

われており．特にハヤ（ウデイ）の漁獲を【ヨ的と  

した刺し網漁が行われていた．漁獲された魚は，  

千曲川の観光資源である「つけば漁」におけるハ  

ヤの補填のために供給された，そのため，1980年  

代初めまでは，地元の観光発音は春に漁業．夏お  

よび秋に観光業と．漁業と観光業を組み合わせる  

就業形態が見られた．元来，冬の野屁湖では，全  

面結氷した水附こ穴を開けてのワカサギの穴釣り  

が行われていた．ワカサギの穴釣りは釣り客が独  

l▲lに行うために湖畔の観光業糾ニ′恩恵はなく．そ  

のため冬は川稼ぎを行うものもいた．しかし．2（）  

数年前から野尻湖が結氷しなくなり穴釣りが行え  

なくなったことで，カマポコ船によるワカサギ釣  

りが観光業者にとっての冬期の経常業種となり，  

周年で操業を行えるようになった．カマポコ船は，  

ノ「から35年ほど前に地元の観光業者によって開発  

された．カマボコ船の利点は．船体が屋根で穫わ  

れているために，寒さの厳しい冬期でも屋内で暖  

かくワカサギ釣りが楽しめることと．移動するこ  

とができるため．釣りをするポイントを船長の判  

断で変えることができることである（写輿1），  

山一■（2006）によると．諏訪湖においても1980年  

代後半から結氷期間が急減し．1992年からは全面  

結氷日が－－一‡］もない年が続いたことで，野尻湖の  

カマボコ船に類似した「ドーム船」によるワカサ  

ギ釣りが常葉を始めたと報告されている，おそら  
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たことから，ヨットやカヌーといった外阿から  

のマリンレジャー文化が早くに富者した（軸吼  

1988）．現在の野尻湖では，ヨットやカヌーなど  

に加えて，モーターボートを使うウエイクボード  

や水上バイクなどのマリンレジャーも行われてい  

る．野尻湖ではこのようなマリンレジヤ【の体験・  

講習を専門に扱う業者もおり．大会が行われるこ  

ともある，   

第2図は，バブル経済期前にあたる1983年から  

2007年にかけて野尻湖を訪れた観光客数の推移  

を，日帰り・宿泊の別および季節別に示したもの  

である．これによると，硯在の観光客数は年間約  

35万人と，ピークにあたるバブル経済期の年間約  

70万人に比べてほぼ半減しており，バブル韓消瀾  

以降．野尻湖全体としては観光者の減少という苦  

しい立場に立たされていることがわかる．また，  

日帰り客と7－9月の観光客が全体の4分の3を  

占めている状況は－賞して変わっていない．特に  

10～12月の観光客が減少しており，7、9月の観  

光客のウェイトは相対的に増加†している．冬季観  

光客の減少はスキーブームの縮小によるものと考  

えられる．  

写真1 ワカサギ釣りに用いるカマポコ船   

船内には水面に直接釣り糸を下ろすことができ  

るように溝がある．釣り客は暖かい船内で釣りを  
楽しむことができる．  

（2008年6月 横山撮影）  

く野尻湖の場合も，全面結氷しなくなった時期は  

諏訪湖と同時期と思われる．なお，現在野尻湖で  

は野尻湖漁業協同組合の組合員53名のうち，自給  

用のために漁業が行うのは5名のみであり，商業  

目的の漁業は行われなくなっている．   

野尻湖は，外国人が避暑に訪れるようになっ  

b．宿泊・日帰り別  

（万人）  

第2図 野尻湖における季節別および宿泊・日帰り別観光入込客数の推移  

（長野県観光統計資料より作成）  
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でも冬期のワカサギ釣りなどの釣り‖的で観光暑  

が訪れることはあったが，概して観光紫に対する  

影響は小さいものであった．   

第3図は．1989～2007年にかけての野尻湖にお  

ける遊漁料収入の推移である．野尻湖でバス釣り  

を行う際は，一Fj525円の遊漁券を漁協加盟店に  

おいて購入しなくてはならない．そのため，遊漁  

料収入の変化から，野尻湖に訪れる釣り客の推移  

を把揺することができる．1995年のルアいフィッ  

シング解禁に伴い．遊漁料収入は．翌年には  

200（‰以上成長しており，飛躍的に増大している．  

観光客数も1995年から増加傾向が見られ．バス  

フィッシング噂人の影響が見て耽れる（節2囲），  

バブル崩壊以降から軌狛こかけて減少傾向を乱せ  

る観光客数に比べ，遊魚料収入はバスフィッシン  

グブームのピークと菟なる1998年を墳に減少こそ  

あれ，2000年から硯在まではノ好走した観光葦棟で  

あることがわかる．   

ブラックバスは水温に応じて清一件が高まるた  

め，春から秋にかけての季節が釣りに適している．  

そのため，野尻湖では毎年4月2引1～1川第1遇  

をバスフィッシングの期間と定め．11月第1過以  

降をワカサギ釣りの期間として分けている．なか  

Ⅲ ブラックバスフィッシングの実態  

Ⅱ－1 バスフィッシングの導入   

野尻湖でブラックバスの生息が確認されたの  

は，オオクチバスが1983年．コクチバスが1991年  

とされている（北野．2007）．当時は．ブラック  

バスの遊漁村象魚としての価値は浸透おらず．野  

尻湖の在来魚に被害を与える害魚と考えられてい  

たために漁業者によるブラックバスの駆除が行わ  

れた．駆除方法は，漁業者の網に掛ったブラック  

バスを野尻湖漁業協同組合（以下．漁協）が一匹  

5（）0円ほどで買い取るという買い取り制をとって  

いた．しかし．効果が見込めず6）∴榊寺の漁協の  

糾合長は，バスプロ7）で軋長くやT・瀕でバスフィッ  

シング情を経営していたT氏に野尻湖のブラック  

バスの対範について州談した．1991年，野尻湖に  

おいてT氏がバスフィッシングを行い．野帆湖の  

ブラックバスが11本には隼息していないと考えら  

れていたスモールマウスバスであることが判明し  

た．？1う時．F】本の河川湖沼にはオオクチバスしか  

生息していないと考えられていたため，この発見  

はl！本のバスフィッシング愛好家達に大きな衝撃  

を－ょぎーえた．そこで．ブラックバスをただ駆除する  

のではなく．ルアいフィッシングを許可すること  

で，釣り客を呼び込み，観光に活かす方向が提案  

された．外来魚であるブラックバスに対する不信  

感も当時の漁協組合員の中には強かったが，漁協  

内で協議を重ねた結果，1995年よりルアーフィッ  

シングを解禁とすることが決定された．その後，  

T氏をはじめとしたバスプロによるアピールの結  

果．コクチバスのいる湖として野尻湖は脚光を浴  

び，日本中からバスフィッシング愛好家が訪れる  

こととなった．その盛況ぶりは，当時野尻湖一帯  

にあった200椴ほどの手漕ぎポートがすべて釣り  

客で埋まるほどであった．また，バブル崩壊以後  

の不況に加え，長野オリンピックに伴う新幹線．  

高速道路等の交通網の整備が行われたことによっ  

て宿泊客が減少していた時期でもあったため，バ  

スフィッシングの解禁は，停滞する野尻湖の観光  

業にとって救世主となった．野尻湖では．それま  

（打万円）  
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第3図 野尻湖における遊漁料収入の推移  

（野尻湖漁業協同組合業務報告番より作成）  

1993年およぴ1994年はデータなし   
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第1東 野尻湖畔の観光業者の経営形態（2008年）  

◆  観光サービスl）  
観光業者労働力構成2）  

雇用  

類型   番  貸船  労働力（人）  

R  M  W  
号  BB  他  10代  20代  30代  40代  50代  60代  70代  常勤  臨時   

ロ  ▼  ●  

2  6  ▼××  ●▼  ●▼  

3  13  ●  ▼  

4  2  ●▼  ▼  

5  ●  ●▼  2   

Ⅱ  21  ●●×  ●▼  

7  ○  2   ●▼  ▼  

8  ○  22  ●  ▼     ●  2   

ⅠⅢ  
9   ○   15   ●  

1）BB：パスポート 他：パスポート以外の貸船（手こぎ・足こぎボート、スワンボ…ト、ヨットなど）   

宿：宿泊 R：レストラン及び軽食 M：マリンレジャー W：ワカサギ釣り 宿の欄の数字は収容人数を表す  

2）●：男性 ▼：女性 ×：他就労または学生  
（聞き取りにより作成）  

でも，5月中旬～6月はブラックバスの産卵期（ス  

ポーニング）にあたるため，ブラックバスも浅瀬  

に移動し，卵を守るなど，ルアーに対する活性が  

高まるために釣れやすくなる．よってこの時期は，  

バス釣り客も多く訪れ，一年で最も湖岸が賑わう  

時期である．  

Ⅱ－2 観光業者の経営形態   

野尻湖畔で宿泊業や貸船業，飲食業など観光関  

連産業を営業している経営体は，そのほとんどが  

野尻湖漁業協同組合の組合員であり，組合の加盟  

店としては全部で20の経営体がある．そのうち，  

13の経営体について聞き取り調査を行い，バス釣  

り客を主要客にしている9の経営体について，そ  

の労働力，観光業として取り入れているサービス  

（貸船業・ワカサギ船・水上レクリエーション・  

レストラン・宿泊・）を一覧にした（第1衷）．  

本報告では観光関連産業に携わる経営体を便宜上  

「観光業者」と呼称する．ここでは，野尻湖のバ  

ス釣I）客を主要客とする観光業者の経営形態につ  

いて見ていく．   

パスポートの保有台数は観光業者により様々で  

あるが，バス釣り客を主要客とするものは概して  

10台以上は保有している（写寅2）．パスポート  

には2人～3人のりの船体にエンジンがついてお  

り，魚群探知機が装備されたものもある．エンジ  

ンは2馬力から150馬力と様々であり．2馬力の  

ポートは運転に船舶免許ほ不要だが，それ以上の  

ものは運転に河川小馬力限定船舶または5級船舶  

免許が必要となる．レンタル料は．150馬力のパ  

写真2 バス釣り客でにぎわう桟橋   

夕九 バス釣りを終えた釣り客がポートを返しに来  

ている．観光業者が出迎え，釣果などを語らい合う．  

（2008年6月 横LU撮影）  

－104－   



9は他地域で行っていたスキー関係の仕事が本業  

であったが，現在は貸パスポートが夏季の重要な  

収入源となっている．また，いくつかの経営体で  

は，個人のパスポートの係留．ポートの修理・販  

売および免許講習なども行っている．   

このように，湖畔の観光業者にとって，バス釣  

り客に対応した貸パスポートは春・夏季の経営業  

種であり，冬季のワカサギ釣りや他地域における  

スキー関連産業を組み合わせることで季節に応じ  

た周年的な複合経営が行えている，バスフィッシ  

ングのブームは2000年頃をピークに，現在その市  

場規模は縮小傾向にある．聞き取りを行った13の  

軽常体のなかには，バスフィッシングブ岬ムが一  

過性であることを予見し，パスポートの導入を控  

えた経営体もいた．バス釣り客の人口自体は増え  

ていないが，今のところ，それぞれの経営体では  

個別に経常を行えるだけの固定客を確保している  

ため．しばらくは持続的な経営が行えると考える．  

観光業者の年齢構成からも，およそ半数の5軽常  

体には20～30代の後継者がおり，バスフィッシン  

グによる軽骨を前向きにとらえている．  

Ⅱ－3 バス釣り客の集客潮   

解4図は，野尻湖畔の駐車場に駐車されている  

車のナンバープレートから作成した野尻瀾を訪れ  

るバス釣り客の集客圏である．調査日は一目では  

あるが，バスフィッシングの繁一t－亡期の週末にあた  

るため，一般的な傾向は把握することができる．  

計測された駐車台数は全部で251台であった．   

県別に見ると，長野県が53育 埼玉県が40台，  

東京都が34台，神奈川県が27台．新潟県が25台，  

群馬県が16台，愛知県が14台，千葉県が8台，京  

都府・大阪府・静岡県がともに4台．富山県・石  

川県・栃木県・岐阜県がともに3台，山梨県・奈  

良県ともに2台，青森県・宮城県・福島県・茨城県・  

滋賀県・広島県が1自ずつである．野尻湖を訪れ  

るバス釣り客の出発地は，長野県・群馬県・新潟  

県といった近隣諸県と，首都圏の埼玉県・東京都・  

神奈川県に多いことがわかった．さらに，長野県  

においては松本より長野ナンバーの方が．同様に  

スボートで－一日約26，000円．2馬力で約8，000円と  

馬力に応じて異なる．このほか，野尻湖ではエン  

ジンを搭載していない手漕ぎボートや足漕ぎボー  

トも釣り用に貸し出している．パスポートの貸船  

の客単価は平均3，000～4，000円と高く．バスフィッ  

シングブームのピーク時には粗収入が年間2，000  

～2，500万円ほどにもなった．   

すべての観光業者はバスフィッシングの導入以  

前から野尻湖畔で宿泊業や飲食業，貸船業を営ん  

でおり，バスフィッシングが解禁されたのち，パ  

スポートを導入してバス釣り客に対応してきた．  

バス釣り客を主要客層とする観光業者を経常形態  

から類型すると，元々宿泊業を営み現在も高い宿  

泊客収容人数を誇るⅠ（1．2，3，4），元々飲食  

業を営み硯在は貸パスポートと組み合わせている  

Ⅱ（5，6，7），バス釣り客が宿泊することので  

きる小規模宿泊施設と貸パスポートを営んでいる  

Ⅲ（8，9）の類型に分けることができる（第1衷）．  

湖畔でも申越した収容施設を持つ経営体番号1を  

除き，Ⅰに比べてⅡ，Ⅲの形態の観光業者は平均  

20台と多くのパスポートを保有しており．貸パス  

ポートへ傾斜していることがうかがえる．ちなみ  

に経営体番号1は，パスポート以外の貸船の数も  

多く，修学旅行などの団体客を誘致してカヌー教  

室を行うなど，大規模な経常を行っている．   

貸パスポートはこの地域の観光業者にとって．  

有利な夏期の経常菜種の一つであり，すべての  

観光業者は，貸パスポートのほかに，マリンレ  

ジャー体験および教室や，冬のワカサギ釣り，他  

地域での仕事を組み合わせた複合経営を行ってい  

る．経営体番号4，5，9の3経営体がヨットや  

ウェイクボード．水上スキー体験および教室と  

いったマリンレジャーを行っている．経営体番号  

1，2，4．5，6，7はワカサギ船を取り入れてい  

る．これらは春・夏期のパスポート貸船と組み合  

わせて周年的に集客を図ることができる．一九  

経営体番号3．8，9は，息子がスキー場でインス  

トラクダー（3），レンタルスキー業務（8），ス  

キー場関係の仕事（9）を行うなど冬期は他地域  

で別な仕事を持っている．特に，経営体番号8と  
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る．具体的には，ウエイクボードは琵琶島より南  

側の立ケ鼻と，秒間ケ崎，宋ケ僚ワンド．琵琶ケ  

崎，竜宮崎，寺ヶ崎，松ケ吼 もみケ崎を結んだ  

線の内側で，各遊泳場を避けた水深20mより深  

い範囲である．ウエイクボードの範囲の中には遊  

覧船の航路や水上バイクを行う場所も含まれてい  

る．ちなみに，現在野尻湖において遊覧船の運航  

を行っている会社は1社のみである．   

一九 バスフィッシングは，「遊覧船の航路上  

でほ釣りをしないこと」という点と，琵琶島北側  

のデッドスローエリア9）ではアイドリング走行し  

なくてはならないという点を除けば，釣りを行え  

る空間的な範囲に制限はない．そのため一」軋 湖  

面中心部を利用するウエイクボードや水Lバイク  

などのマリンレジャーとバス釣りの水城利用が  

競合するように見えるが，ブラックバスは水深  

7～8mという比較的浅いところに生息し，沿  

岸に産卵床を作るという性質があるため（北野，  

2007），バス釣りはウェイクボードの利用範囲内  

では行われないという特徴がある．観光葉者が推  

奨するバスフィッシングのポイントもこうした沿  

岸部である（第5囲）．この点において，マリン  

レジャーとバスフィッシングは湖面利周において  

双方の利用の調整が図られており，現時点では大  

きな事故は起こっていない．  

第4図 野尻湖を訪れるバス釣り客の出発地  

（2008年6月の硯地調査により作成）  

新潟県においては新潟より長岡ナンバーの方が多  

いことから，より野尻湖に近い範囲からの集客が  

多いことがわかる．   

首都圏からの集客が多い理由には．1997年に上  

信越自動車道信濃町インターチェンジが開設さ  

れ，野尻湖が東京から日帰り可能な場所となった  

ことが挙げられるだろう．聞き取りによれば，信  

濃町インターチェンジが設置されてからはバス釣  

り客に占める日帰り客の割合が多くなり，現在で  

は約7剥が日帰り客である8）．このような交通網  

の変化は，首都圏からの集客の誘因となる一方で，  

宿泊客の減少にもつながっている．  

Ⅱ－4 野尻湖の観光的水域利用   

第5区Iは，漁協への聞き取りと資料をもとに，  

野尻湖における観光的水域利用の状況を図化した  

ものである．この図と聞き取りから，バスフィッ  

シングとマリンレジャーとの水域利用における空  

間的な競合関係を検討する．野尻湖では，ウエイ  

クボード，水上バイク．ヨットなどのマリンレ  

ジャーと遊覧船，そしてバスフィッシングが湖面  

を利用する．その際，ウエイクボード，水上バイ  

ク．遊覧船は利用範囲および航路が決められてい  

Ⅳ バスフィッシング導入の意義と課題  

Ⅳ－1 バスフィッシング導入の地域的意義   

明治末より外国人のみならず日本人にとっても  

避暑地として機能してきた野尻湖畔では，バブル  

経済崩壊以降一般観光客の減少にさらされてき  

た．それには，不況に伴った国民の余暇活動の減  

退に加えて，観光行動が従来の「見る観光」から「す  

る観光」へと移行してきたことも無関係ではない．  

このような状況の中で，野尻湖では日本には生息  

しないと考えられていたコクチバスが発見された  

ことで．当時高まりを見せつつあったバスフィッ  

シングという新しいレクリエーション需要に対応  

してルアーフィッシングを解禁した．これにより  
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等深線 …＝水rflケーブル ート遊覧船航路☆バス釣りの好適地  

冒ウエイクボードの許pr範囲闇デッドスロぺリアロ遊泳場置通年禁漁屠  

節5問 野尻湖における観光的水域利用  

（1／10000湖沼囲「野尻湖」および野尻湖漁葦協同組合凝供資料により†乍成）  

バス釣りの好適地ほ地元の観光業者への聞き取りによる．  

観光業者は複合経常による周年的な経常をとるこ  

とができ．地域経済の振興に大きな影響を与えた．  

経済的意義が地域の人々にも認識されていること  

は．Eヨ本各地でブラックバス・ブルーギルの再放  

流禁止が採択される中において川〉，野尻湖におけ  

るブラックバスのリリース禁止をめぐる措置に見  

てとれる．長野県では．2003年6月からブラック  

バス・ブルーギルの再放流が全域で禁止されるこ  

とが決定した，これを受け野尻湖では．漁協の青  

年部を中心にバスのりリース禁止がもたらす経済  

的影響を憂慮して，再放流禁止に反対する要望書  

を長野県内水面漁場管理委員会に提出Lた，これ  

により．2003年5月には，2008年12月まで野尻湖  

における再放流（リリーみ）禁止を延期する通達  

がなされた．さらに2004年にはバス釣りが地域に  

もたらす経済効果をアンケートなどから算定する  

活動をしている．現在は，流出河川を封鎖するゾー  

ニング（棲み分け）措置を，東北電力の取水口部  

分に施し，リリース禁止を撤廃してもらうよう働  

きかけている．   

このように野尻湖では，ブラックバスによる経  

済的意義は大きいものがある．こうした対応をと  

ることができる最大の安閑は．青柳（2003）も指  

摘するように，現在の野尻湖においては漁業が既  

に行われなくなっているため，生業とバス釣り関  

係産業との対立が起こらなくなっているからであ  
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なったことによる野尻湖の通過型観光地化であ  

る．野尻湖では信膿町インターチェンジが近隣に  

開設されたことにより，首都圏からのアクセスが  

向上した．それは一方で宿泊客の減少につながる  

可能性がある．こうした宿泊客の減少を凄けて，  

いくつかの観光業者では，貸ボートと宿泊を組み  

合わせたプランを作るなどの対策をとることで桁  

泊客の確保を図っている．  

ろう．また，湖面を利用する観光業者が，漁協と  

いう上部組織によって統鵬されていることも，湖  

の利用をめぐり，コンセンサスを得たうえでの行  

動が行えることにつながっているだろう．  

Ⅳ－2 バスフィッシングの課題   

野尻湖では，バスフィッシングが地域経済の据  

興に大きな役割を果たしてきた．しかし，バス  

フィッシングの存続については大きく3つの課題  

がある．   

第一には，外来魚の是非に関する議論の動向で  

ある．2003年には琵琶湖におけるリリース禁止条  

例に対してタレントの清水観明が禁止撤廃を訴え  

て訴訟が起こり，2005年には特定外来生物による  

生態系等に係る被害の防止に関する法律（特定外  

来生物被害防止法）の策定に関して，当時の環境  

大臣小池百合子氏がオオクチバスについて批判す  

るなど，硯在．バスフィッシングは行政や漁業者  

などブラックバス反対派と，釣り関連産業やバス  

釣り愛好者など賛成派との間でその議論が激化し  

ている．   

第二には，バスフィッシング客の高齢化がある．  

聞き取りによれば，バスフィッシングは，芸能人  

によってメディアでも取り上げられていた2000年  

頃にピークを迎えている．現在，バス愛好者は，  

流行を迎えていた時期に20代や30代であった現在  

30～40代の人達であり，若年層が少ない．外来魚  

問題に伴ってバスフィッシングに対する世論が批  

判的になることは，若年層がバス釣りを始めるこ  

とを阻害し，バスフィッシングの高齢化につなが  

るだろう．バスフィッシング客が高齢化すること  

は，バス釣りという余暇活動がいずれ衰退してし  

まうことを意味するため，若年層を取り込むよう  

な活動が，今後のバス釣り関連産業に求められて  

いるだろう．   

第三には．首都圏などからのアクセスが容易に  

Ⅴ おわりに  

本報告では，長野県上水内郡倍漉町に位関する  

野尻湖におけるブラックバスフィッシングの帝人  

と現状を明らかにするとともに，地域にり・えた意  

義について論じてきた．   

伝統的な保養観光地として機能してきた野尻湖  

は，バブル経済崩壊以降［こ！本人の余暇溝助が低迷  

する中で観光客の減少にさらされ，境野オリン  

ピックに伴う交通網の整備による摘宜l客の減少な  

ど観光関連産業の低迷に拍車がかけられていた．  

このような中で，バスフィッシングの隆盛という  

新しいレクリエーション需要に応え，1995年に始  

まるバスフィッシングの解禁は，停滞する観光灘  

にとって，有利な夏季の菜種となり，冬季のワカ  

サギ釣りやマリンレジャーなど既存の観光業稗と  

組み合わせた複合繚営をとることで周年的に簾客  

を図ることが可能になった．現在，バスフィッシ  

ングの流行は過ぎ，市場規模は縮′ト傾向にあるが，  

地元観光業者は固定客を得ることで持続的な経常  

が臨める．   

しかし，外来魚に対する批判的な世論の高まり  

の中で，バスフィッシングという行為に対する  

世間のまなざしの悪化も懸念される今軋 バス  

フィッシング客の若者離れやそれに伴う高齢化．  

宿泊客の減少といった問題も課題として残されて  

いることも明らかとなった．  
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2（）0的三61jl‖、6JJ7‖にかけての現地調酎二際して．野尻湖漁業協同組合組合叔のイfF・Il和夫梯を  

はじめとした野尻湖畔の観光儲者の方々には，繁忙期にも関わらず多大なご協力を賜りました，また．  

信濃町役場商‾ー二観光係係長の伊藤均様からは資料の提供など他大なご協力を賜りました．また，本稿を  

作成するにあたり．丁塚 牽先生をはじめとする筑波大学生命環境科学研究科の先生方からご指導を賜  

りました お軋捌こなった全ての力▲のお名前を挙げることはできませんが，ここに記Lて探く感謝申L  

卜げます．  
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2）信磯町誌編審愛息会編（1968）Pll16．  

3）NLA（20（）7）の記述による 

4）前掲2）PlO89．  

5）l紆掲2）PllO6－11（）7 
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一 客罷線 ■－1一水中ケーブル ート遊覧船航路☆バス釦の好適地  

冒ウェイクかドの肝可範囲園デッドスロー叫ア臣ヨ濾紬匡ヨ桝鮒区  

界5図野尻湖における観光的水城利用  
（1／10000湖沼間「野尻湖」および野尻湖漁業脇同組合地俳資料により作成■  

バス釣りの好適地は地元の搬光未着への朗き放りによる．   
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